
横
山
　
雅
人

（
新
風
会
）

髙
田
　
康
子
　

（
新
風
会
）

甲
斐
　
幸
博

（
無
会
派
）

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
の
取
り
組
み
を
、
無
関

心
層
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
。

 

運
動
や
健
康
に
無
関
心
な
方
で
も
意
識
せ
ず
に
健
康
に

な
れ
る
仕
掛
け
や
工
夫
、
子
育
て
や
仕
事
で
忙
し
い
方
な
ど

の
阻
害
要
因
の
克
服
、
さ
ら
に
は
人
と
人
と
の
交
流
が
健
康

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
な
ど
を
念
頭
に
、
第

5
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
6
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
く
。

 

長
伏
公
園
野
球
場
の
再
整
備

の
際
に
半
兵
衛
白
紅
桜
に
樹
種
転

換
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

桜
の
植
栽
は
一
定
の
歩
道
幅
が
必

要
と
な
る
が
、
回
遊
ル
ー
ト
で
可

能
な
場
所
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
令
和
10
年
4
月
に
全

国
桜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
本
市
で
開

催
さ
れ
る
た
め
、
桜
の
名
所
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い
。

観
光
客
を
増
や
す
取
り
組
み

 
歴
史
・
文
化
の
あ
る
三
島
市
を
全
国
に
広
め
る
た
め
に
、

三
島
市
で
生
ま
れ
た
「
半
兵
衛
白
紅
桜
」
を
市
内
に
植
え
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
孤
独
・
孤
立
対
策

人
生
100
年
時
代
を
全
う
す
る
ま
で
の
取
り
組
み

 

生
き
る
楽
し
み
が
健
康
寿
命
を
延
ば
す
意
味
で
も
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
育
む
仕
組
み
作
り
の
検
討
や
、
後
押
し
、

導
入
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

 

市
は
高
齢
者
が
楽
し
み
な
が

ら
社
会
参
加
活
動
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
ス
マ
ホ
で
仲
間
づ
く
り
な

ど
介
護
予
防
事
業
の
実
施
や
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
、
通
い
の
場
な
ど
交
流

の
場
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
つ
な
が
り
を
育
む
活
動
が

選
択
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
仕
組

み
を
広
い
視
野
で
検
討
し
て
い
く
。

※
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
推
進
と
若
者
支
援

 

国
の
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
推
進
５
カ
年

計
画
の
よ
う
な
中
長
期
的
な
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
ど
の
計
画
に
載
せ
る
の
か
。

 

令
和
７
年
４
月
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
第
３
期
三
島
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
お
い
て
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推

進
と
し
て
母
子
保
健
対
策
と
医
療
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す

る
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
年
代
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
理
解
促
進
に
努
め
る
。

 

両
大
学
と
は
、
観
光
分
野
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
り
共

同
研
究
や
連
携
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
旅
行
商
品
や
地
元

の
特
産
品
を
活
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
地
元
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
学
生
が
地
域

へ
の
愛
着
を
深
め
、
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

大
学
生
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り

 

若
者
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
街
に
す
る
た
め
、
市
内
２

校
の
大
学
生
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

箱
根
駅
伝
応
援
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
創
出
や
観
光
促
進
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
主
催
す
る
場
合
に

は
、
権
利
許
諾
や
安
全

管
理
な
ど
の
課
題
へ
の

対
応
が
必
要
と
な
る
た

め
、
手
法
や
方
法
を
調

査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

箱
根
駅
伝
を
活
用
し
た
正
月
の
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

 

正
月
に
ま
ち
な
か
で
箱
根
駅
伝
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
れ
ば
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
な
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

生
活
保
護
世
帯
の
自
動
車
保
有
は
柔
軟
な
運
用
を

 

車
の
保
有
に
関
す
る
運
用
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
自
家
用
車
普
及
率
が
7
％
だ
っ
た
時
代
に
厚
生
省
が
出

し
た
通
知
で
あ
る
が
、
車
を
持
て
る
要
件
は
。

 

通
院
に
は
、
障
が
い
の
状
況
に
よ
り
利
用
し
得
る
交
通

手
段
が
な
い
場
合
や
公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
著
し
く
困
難
な
地
域
に
居

住
す
る
世
帯
が
要
件
と
な
り
、
通
勤

に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
著

し
く
困
難
な
地
域
に
居
住
ま
た
は
通

勤
す
る
場
合
等
が
要
件
と
な
る
。

 

生
活
保
護
制
度
上
、エ
ア
コ
ン
等
の
日
常
生
活
用
品
は
、

費
用
の
助
成
に
よ
り
購
入
す
る
の
で
は
な
く
、
受
給
世
帯
が

保
護
費
の
や
り
く
り
に
よ
っ
て
計
画
的
に
購
入
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
受
給
世
帯
へ
の
家
計
改
善
指
導
や
生
活
福
祉

資
金
の
活
用
等
に
よ
る
購
入
を
支
援
し
て
い
く
。

健
康
で
文
化
的
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
エ
ア
コ
ン
設
置
助
成

 

住
民
税
非
課
税
世
帯
や
国
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
対

象
外
と
な
る
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
、
他
市
町
に
な
ら
い
エ

ア
コ
ン
設
置
費
用
を
助
成
で
き
な
い
か
。

佐
野
小
学
校
通
学
バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営

 

児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
バ
ス
の
燃
料
費
等
が
高

騰
し
自
治
会
で
は
通
学
バ
ス
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
補
助
金
要
綱
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か
。

 

通
学
バ
ス
の
継
続
は
、
佐
野
見
晴
台
地
区
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
保
護
者
負
担
に
対
す
る
補
助

金
は
、
４
回
の
増
額
を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
要
綱
の

見
直
し
は
、
市
内
の
他
地
域
と
の
公
平
性
の
観
点
等
か
ら
慎

重
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
他
市
の
事
例
等
も
参
考
に
調
査
・

研
究
す
る
。

児
童
の
登
下
校
に
見
守
り
の
目
を
増
や
す
取
り
組
み

 

全
国
で
児
童
が
登
下
校
時
に
交
通
事
故
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。
な
が
ら
見
守
り
登
録
制

度
を
創
設
し
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

 

な
が
ら
見
守
り
登
録
制

度
の
創
設
は
、
児
童
の
登
下

校
時
に
お
け
る
見
守
り
体
制

の
強
化
、
地
域
住
民
の
安
全

意
識
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
た
め
、
他
市
の
事
例

や
取
組
を
調
査
・
研
究
す
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
に
対
す
る
支
援
策

監
査
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
た
市
長
交
際
費
の
改
善

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

三
島
市
の
ま
ち
な
か
の
湧
水
が
少
な
か
っ
た
こ
と
の
原
因
究
明

 

令
和
７
年
４
月
・
５
月
の
三
島
市
内
の
湧
水
が
例
年
に

比
べ
少
な
か
っ
た
。
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
や
降

水
量
も
考
慮
し
た
上
で
、
原
因
の
分
析
内
容
を
伺
う
。

 

三
島
駅
周
辺
の
地
下
水
位
は
御
殿
場
観
測
所
の
過
去
の

累
積
雨
量
と
相
関
が
あ
る
。
本
年

１
～
４
月
の
累
積
降
水
量
は
過
去

９
年
間
で
２
番
目
に
少
な
く
、
地

下
水
調
査
で
上
流
部
と
下
流
部
の

水
位
に
不
自
然
な
変
動
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
降
水
量
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
広
域
的
な

事
象
と
捉
え
て
い
る
。

 

定
期
借
地
事
業
で
の
建
物
の
床
面
積
増
大
に
よ
り
、
付

加
価
値
が
高
く
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
の
進
出
に
つ
な

が
り
、
費
用
便
益
比
の
向
上
や
税
収
増
な
ど
の
効
果
も
期
待

で
き
る
。
費
用
便
益
比
を
考
慮
し
事
業
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
か
ら
費
用
便
益
比
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
を
踏
ま
え

対
応
し
て
い
く
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
の
定
期
借
地
エ
リ
ア
の
ホ
テ
ル
整
備

 

容
積
率
緩
和
に
よ
り
ホ
テ
ル
整
備
エ
リ
ア
の
床
面
積
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
ホ
テ
ル
の
グ
レ
ー
ド・費
用
便
益
比・

補
助
金
算
出
基
準
に
つ
い
て
詳
細
を
伺
う
。

三
島
市
の
ま
ち
な
か
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
計
画

※プレコンセプションケア…女性やカップルを対象
として、将来の妊娠のための健康管理を促す取り
組み

（写真）半兵衛白紅桜
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